
 

(いじめ防止対策推進法第2条) 
この法律において｢いじめ｣とは、児童

等に対して、当該児童等が在籍する学校
に在籍している等、当該児童等と一定の
人的関係にある他の児童等が行う心理的
又は物理的な影響を与える行為(インター
ネットを通じて行われるものを含む。)で
あって、当該行為の対象となった児童等
が心身の苦痛を感じているものをいう。 

①いじめを受けた生徒やいじめを知らせ 
た生徒の安全確保、詳細確認をする 

②いじめたとされる生徒に対して事情確認 
や指導・支援等の組織的な対応を行う 

③家庭や教育委員会へ連絡・相談し、事案 
 に応じて関係機関との連携を行う 

いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受け 

る権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長 

及び人格の形成に重大な影響を与えるのみなら 

ず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせ 

るおそれがある。本方針は、いじめ防止対策推 

進法（以下｢法｣という）第13条の規定に基づき、 

県いじめ防止基本方針を参酌し、本校における 

いじめ防止等の対策を総合的かつ効果的に推進 

するための基本的な方針を定めるものである。 
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○相談窓口 沖縄県立浦添高等学校 

TEL０９８－８７７－４９７０ 

FAX０９８－８７８－４２１９ 

いじめ対策委員会 : 担当教頭 

生徒 

支援部 

(3) いじめへの対処 

沖縄県立浦添高等学校 【概略版】 

いじめの問題への対応において、学
校がいじめる生徒に対して行う支援に
ついて、関係機関(警察、児童相談所、
医療機関等)との適切な連携を図る。 

①全ての生徒に「いじめは決して許され 
ない」ことの理解を促す 

②自分の存在と他人の存在を等しく認め、 
お互いの人格を尊重し合える態度などを 
養う。 

③ストレス等の解消を図り、ストレスに 
適切に対処できる力を育む 

④全ての生徒が安心できる学校生徒づくり 
を目指す 

⑤いじめに関する認識を広め、家庭等と 
一体になって取組の普及啓発を行う 


